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207. JE援総連動中のV02・抱減・筋鑑識護費濃飽和
Z監の変化とその鶴人捜
。増田和潔，境埼知糞，沼辺解，錦留守彦，久野綾部
筑波大学先端学襟領域研究センター
{自的}
筋へのO2翰i去を規定する饗tdHま、務縮胞内外のどちらに
存在するのか。すなわち、血管系によるO，d共給企邸繁から
筋級飽へのO2流入経路のどちらが議室饗なのかについては、
不明な点が多い。また、足箆鹿運動中のi!I赤外線分光法
(NIRS)のシグナJ例法、ミオグロピンの般化/還元状態を
反映していること、すなわち、筋の駿葉飽和度を表してる
ことカ〈示唆さているむ
そこで本研究では、 O2遼搬の続定問子として、運動中の
血流と筋線機O2飽和度 (802)の蜜化に鷲留し、それら践
者の関保を儲人懇の観点より検討することを自的とした。
{方法}
被験者には、運動習機を持たない健常な成人努性8名と
球授系運動選手8名を対象とした。各被験者のVO，2max!立、
自転車工ルゴメータによる新増負待試験によって決定した。
足底緩運動に襟し、まず、足関節90Jfでの等尺性最大磁窓
筋力 (MVC) を謝定し、 MVClこ文せする紹対負碕 (20-
aO%MVCの5-...6段踏ま)を算出した。線験者は最大下の各
負荷で毎分30題、 2分簡の足底態運動を行った。 NIRSによっ
て、緋腹筋肉側諸のb.[Oxy-Mb/Hb]、A[Oeoxy.Mb/H旬、
d [deoxy.cytochrome aa31、模様紫艶和凌(Tissυe 
Oxygenation Index: TOI)を計測した。また、血流速度お
よび;荒壌は、超音波Doppler~去を利用して、大総動脈で針
;到した合
{結果および考察〕
足底思運動の収縮強震が高くなるにつれて、運動中の
V02や血流は上昇し、 NIRSのTOI(絡のS02の指様)iま低
下する傾向にあった。また、これらの変化にはグループ関
の設は認められなかったものの、 TOIの低下鐘は全身の
す0ρlaxと有慈な槙関関係を示した。さらに、鶴男守に見た
血流とTOIの関係!こは大きく3つのパターン(君主)が観察さ
れた。それら3つの内の一つの型に{;.t， V02の高い者が含
まれている傾向が観察された。
以上のことから、筋S02の潟節機構には有費支紫性代謝能
力の艶が関与する可能性が示唆された。また、 O2鵜送機構
における血流と筋のS02の供[;e;関係の{麗人差にもやはり、
有磁繁性代i射能力に関わる諮饗留が関与している可能性が
あり、今後さらに換討する必要があると考えられたα
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